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1.高梁川水系の概要 

1.1流域及び河川の概要 

1.1.1流域の概要 

高梁川
たかはしがわ

は､岡山県の西部に位置し、その源を岡山･鳥取県境の花見山
はなみ やま

(標高

1,188m）に発し､新見
に い み

市において熊谷
くまたに

川
がわ

、西川
にしがわ

、小坂部
お さ か べ

川
がわ

等の支川を合わせて南

流し､高梁
たかはし

市において成羽
な り わ

川
がわ

を倉敷
くらしき

市において小田
お だ

川
がわ

をそれぞれ合わせたのち、

倉敷、玉島
たましま

両平野を南下して､瀬戸内海の水島
みずしま

灘に注ぐ､幹川流路延長 111km､流

域面積 2,670 ㎞ 2の一級河川です。 

その流域は、岡山、広島両県にまたがり、倉敷市をはじめとする９市３町か

らなり、流域内人口は約 26 万人（河川現況調査：平成 27 年）で、流域の土地

利用は、山地等が約 92％、水田や畑地等が約７％、市街地が約１％となってい

ます。 

高梁川下流部には岡山県第２の都市である倉敷市があり､この地域における

社会・経済・文化の基盤を成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.1 高梁川水系流域図 

図 1.1.2 流域の土地利用比率 

表 1.1.1 高梁川の各種諸元 

流路延長 流域面積 流域内人口 

111 km 
（全国 44位） 

2,670 km2 
（全国 23位） 

約 26万人 

想定氾濫区域内 

面積 人口 人口密度 

274 km2 約 49万人 
1,781人

/km2 

流域内の主な都市と人口 

倉敷市（47万 7千人） 
高梁市（3万 2千人） 

 
注）河川現況調査（基準年：平成 27年）による。 
都市人口は、平成 27年国勢調査による。 
全国順位は、一級水系 109の中での順位。 

 

山地等 92% 

市街地 1% 水田・畑地等 7% 
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地質名 記号 岩相・層相

沖積層 礫・砂及び泥

玄武岩類及び安山岩類 アルカリ玄武岩・角閃石安山岩

大山系火山岩類 火山砕屑物

都野津層及び相当層 礫・砂及び泥

深成岩類 斑れい岩(粗粒玄武岩を含む)

備北層群・鳥取層群・石見層群・
出雲層群（布志名層）・
油谷湾層群及び相当層

礫岩・砂岩・泥岩及び凝灰岩
（横線部：泥岩優勢）

古第三紀 因美花崗岩類 花崗岩

深成岩類 花崗斑岩・石英斑岩

中粒～細粒花崗岩
粗粒花崗岩

閃緑岩・花崗閃緑岩

高田流紋岩類・
阿武層群及び相当層

流紋岩質～石英安山岩火砕岩

吉舎安山岩類・
周南層群及び相当層

安山岩質～石英安山岩質火砕岩

関門層群及び相当層　脇野亜層群 礫岩・砂岩及び頁岩

ジュラ紀～
白亜紀

豊西層群・豊浦層群及び相当層 礫岩・砂岩及び頁岩

三畳紀 美称層群・厚保層群及び相当層 礫岩・砂岩及び頁岩

超塩基性岩類 かんらん岩・蛇紋岩(輝岩を含む)

粘板岩

砂岩

チャート・酸性凝灰岩

塩基性火山岩類

石灰岩

泥質片岩（黒色片岩）

砂質片岩

珪質片岩

塩基性片岩（緑色片岩）

石灰質片岩

花崗岩類

変斑れい岩・変輝緑岩

広島花崗岩類

大田層群・玖珂層群・
鹿足層群及び相当層

三郡変成岩類

夜久野複合岩類

変成岩類

白亜紀

地質時代

新第三紀

第四紀

石灰紀～
ジュラ紀

中
生
代

新
世
代

古
生
代
後
期
～

中
生
代
中
期

1.1.2地形と地質 

(1)地形 

上流域の地形は、分水界が標高 1,000m を

超える山地部です。 

中流域は小起伏山地である吉備
き び

高原山

地となっていて、台地の頂部には高原面

が点在し、その間のⅤ字谷*を高梁川、成

羽川等の河川が流れています。吉備高原

山地西部の阿哲
あ て つ

台、上房
じょうぼう

台等には石灰岩

特有のカルスト地形**が発達し、井倉
い く ら

洞、

満奇
ま き

洞といった鍾乳洞が点在します。 

下流域は、丘陵地及び高梁川の沖積
ちゅうせき

平

野となっています。 

 

 

 

 

 

 

(2)地質 

上流域は中生代白亜紀の花崗
か こ う

岩、安山

岩、流
りゅう

紋
もん

岩が主体です。花崗岩には砂鉄

が多く含まれ、かつては砂鉄の採取のた

めに鉄穴
かんな

流し***が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*  Ⅴ字谷：川底を侵食する力が強くはた

らき、その断面が V字状をしている谷。 

** カルスト地形：水に溶解しやすい石灰

岩等から成る土地が雨水等によって溶

食されてできた地形。 

*** 鉄穴流し：たたら製鉄の前工程で、風化花崗岩（マ

サ）を水路に流し、比重の小さい他成分を洗い流

し、砂鉄を取り出す。 

中流 

 

下流 

 

● 

倉敷 

中 国 山 地 

吉 備 高 原 山 地 

帝釈峡 

阿 哲

台 

・ 上

房台 

（

カ ル

ス ト

地

形） 

● 

● ●新見 

●高梁 

阿哲台 

上房台 

満奇洞 

井倉洞 

上流 

 

出典：土地分類図 （国土庁土地局 昭和 46年） 

図1.1.4 高梁川流域の地質概要図 

出典：中国地方土木地質図 昭和 59年７月 

中国地方土木地質図編纂委員会 

図 1.1.3 高梁川流域の地形分類図 
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中流域は中生代白亜紀の花崗岩、安山岩、流紋岩が主体です。また、古生代

の石灰岩と、中生代の礫岩、砂岩及び頁岩、塩基性火山岩類、が介在していま

す。 

下流域は新世代の沖積層が堆積し、丘陵地は中生代の花崗岩、流紋岩が主体

です。 

 

1.1.3気候、気象 

高梁川流域の下流域は瀬戸内海式気候、中上流域は内陸型の気候となります。 

下流域は年降水量約 1,200mm、中流域では 1,400mm、上流域は日本海型気候の

影響を受けて冬季は積雪も多く、年降水量約 1,600～2,000mm と多雨となってい

ます。流域全体の年間降水量は 1,500mm 程度と、全国平均の９割となっていま

す。 

年間の降雨は、梅雨期（６～７月）、台風期（９月）に集中しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.5 高梁川流域における年間の

平均降水量分布図（H23～R2） 

 

図 1.1.6 平均月別降水量（H23～R2） 
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1.1.4人口 

流域関連市町の人口は、約 76.6 万人（平成 27 年国勢調査による）のうち、

下流部の倉敷市で約 60％を占めています。 

地域別の経年変化では、中上流部の中山間地域は過疎化の進行で減少傾向に

ありますが、下流部の倉敷市域の増加により、昭和 50 年以降は総人口では大き

な変化はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 昭和40年から50年の人口増加は、以下の市町村編入によるもの。 
昭和42年2月1日倉敷市（169,969人）児島市（80,513人）玉島市（57,121人）合併編入 
昭和46年3月8日倉敷市に庄村編入（7,107人） 
昭和47年5月1日倉敷市に茶屋町編入（8,172人） 

※ 平成12年から17年の人口増加は、加茂川町、庄原市の合併編入によるもの。 
 

図 1.1.7 流域関連市町の人口比率 
（「平成 27年国勢調査」による） 

 

図 1.1.8 高梁川流域関連市町村人口の推移 
資料：「岡山県統計年報・広島県統計年鑑各年度版・H27年国勢調査」 

 

流域関連市町：高梁川流域内の９市３町のうち、流域内

面積がごくわずかの岡山市、流域内は山地で人口の少な

い福山市を除く、７市３町を対象とします。 
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また、国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口によると、令和２年以

降の流域関連市町の人口は、いずれの地域も将来にわたり減少傾向になると予

測されています。 

年齢構成別の比率の経年変化では、65 歳以上の比率が増加傾向となる一方で、

15 歳～64 歳の比率は減少傾向となり、15 歳未満の比率は大きな変化はないも

のと予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1.9 高梁川流域関連市町村人口の将来の推移（地域別） 
出典：国立社会保障・人口問題研究所の地域別将来推計人口（平成 30年推計） 

 
 

図 1.1.10 高梁川流域関連市町村人口比率の過去と将来の推移（年齢別） 
出典：国勢調査及び国立社会保障・人口問題研究所の地域別将来推計人口（平成 30年推計） 
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小田川 

昭和54年（1979年） 

平成27年（2015年） 

小田川 

高
梁
川 

高
梁
川 

図 1.1.12  倉敷市真備地区の土地利用状況の変遷 

 

下流部の住宅数の経年変化では、高梁川・小田川の主要な氾濫区域*である旧

倉敷市域・旧真備町域において平成 22 年までは増加傾向でしたが、その後平成

27 年にかけて大きな変化はありません。また、近年の宅地化の進行状況を、真

備地区を例として図示します。 

このように高梁川は、下流部の低平地に人口と資産の集中する倉敷市街地と

水島工業地帯を擁するとともに、高梁川・小田川の沿
えん

川
せん

では、平成 22 年まで住

宅数が右肩上がりで増加しており、直近の平成 27 年においても大きな変化はな

いことから、資産が多い重要な地域となっています。 
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 図 1.1.11 沿川の住宅数の変遷 

 

旧真備町(小田川下流部) 

 

* 氾濫区域：洪水時に堤防が決壊した時に、氾濫水によって浸水する区域。 
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1.1.5産業 

流域関連市町の就業者人口は、第２次産業就業者数が平成 27 年は 30%を占め、

全国平均の 25%を上回っています。また、近年は第３次産業就業者数が増加する

傾向にあります。 

江戸時代は天領（幕府直轄の領地）だった倉敷市は、戦前から紡績
ぼうせき

、縫製
ほうせい

業

が盛んでした。高度経済成長期に全国屈指の規模の石油・鉄鋼等大型コンビナ

ートが水島地区に形成され、重化学工業を中心に発展を遂げました。平成 29 年

には石油製品、鉄鋼、自動車等の製造品出荷額が約３兆４千億円に達し、全国

の市町村として第６位になる等、重要な生産拠点としての地位を高めています。 

一方、倉敷市美観地区や総社市吉備路へ多くの観光客が訪れ、近年は倉敷市、

総社市に大型商業施設が進出して周辺地域からも買物客を集めていることから、

宿泊業、小売業といった第３次産業の集積も進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順

位 
市 名 金 額（万円） 

1 豊田市  1,424,627,242 

2 横浜市  371,427,040 

3 川崎市  359,378,763 

4 市原市 359,300,986 

5 大阪市 355,779,788 

6 倉敷市 338,543,569 

表 1.1.2 市町村の製造品出荷額

（平成 29年） 

 

図 1.1.13 高梁川流域関連市町村の産業別就業者数の推移 

           資料：「岡山県統計年報・広島県統計年鑑各年度版」 

 

出典：工業統計調査（経済産業省） 
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1.2過去の水害と治水事業の経緯 

高梁川水系の過去の主な水害としては、高梁川の本格的な改修工事の契機と
なった明治 26 年 10 月の大洪水、中上流部で大きな被害を生じた昭和９年９月
洪水、昭和 20 年９月洪水、下流部で大きな被害を生じた昭和 47 年７月豪雨、
小田川で大きな雨水出水（内水）*氾濫を生じた昭和 51 年９月洪水等が知られ
ているほか、近年では平成 10 年 10 月洪水、平成 18 年７月洪水、平成 23 年９
月洪水、そして平成 30 年７月豪雨において浸水被害が発生しています。 
また、平成 16 年８月台風 16 号では高潮の被害を受け、既往最高潮位を記録

しました。 

 

 

 

表 1.2.1 過去の主な洪水と高梁川流域における被害概要 

洪 水 名 発生原因 
ピーク流量 

(m3/s) 

船穂上流域 

平均 2 日雨量 

(mm) 

洪水被害 

（水系合計） 
 備考 

明治26年10月14日 台 風 
船穂 

約 14,900 
(126) 

床下・床上浸水 50,209戸       （岡山県全域） 

全半壊       12,920 戸      （岡山県全域） 
洪水 

昭和 9年 9月21日 室戸台風 
船穂 

約 9,400 
159 

床下・床上浸水  60,334戸       （岡山県全域） 

全半壊      6,789戸       （岡山県全域） 
洪水 

昭和18年 9月18日 台風 
船穂 

約 6,500 
124 

床上浸水       240戸    （岡山県全域） 

全半壊           45戸       （岡山県全域） 
洪水 

昭和20年 9月18日 枕崎台風 
船穂 

約 8,700 
177 

床下/床上浸水  10,779/21,499戸（岡山県全域） 

全半壊        1,837 戸       （岡山県全域） 
洪水 

昭和26年10月13日 ルース台風 
船穂 

約 4,400 
128 

床下浸水      102戸    （岡山県全域） 

全半壊          116戸       （岡山県全域） 
洪水 

昭和28年 9月23日 台風 13 号 
船穂 

約 3,500 
106 

床下浸水       2,098戸    （岡山県全域） 

全半壊          10戸       （岡山県全域） 
洪水 

昭和45年 8月20日 台風 10 号 
船穂 

約 5,300 
146 

床下/床上浸水   856戸/348戸    

全半壊      24 戸 

浸水農地       1,762ha 

洪水・小田

川雨水出

水（内水） 

昭和47年 7月 9日 前 線 

船穂 

約 8,100 

(約 8,000) 

273 

床下/床上浸水    5,203戸/2,144戸 

全半壊       227戸 

浸水農地       3,765ha 

洪水・小田

川雨水出

水（内水） 

昭和51年 9月13日 台風 17 号 
船穂 

約 4,800 
196 

床下/床上浸水    1,461戸/1,185戸 

全 半 壊         14戸 

浸水農地         620ha 

洪水・小田

川雨水出

水（内水） 

昭和60年 6月22日 前 線 
船穂 

約 5,100 
151 

床下/床上浸水    284戸/14戸 

全 半 壊         1戸 

浸水農地         847ha 

洪水・小田

川雨水出

水（内水） 

平成10年10月18日 台風 10 号 
船穂 

約 7,200 
145 

床下/床上浸水    130戸/10戸 

浸水農地         26ha 

洪水・小田

川雨水出

水（内水） 

平成16年 8月31日 台風 16 号 
船穂 

約 700 
59 

床下/床上浸水    17戸/0戸 

※水島港ピーク潮位T.P.+3.22m（既往最高潮位） 
高潮 

平成18年 7月19日 前 線 
船穂 

約 5,300 
142 

床下/床上浸水    61戸/12戸 

全 半 壊         3戸 

浸水農地         0.2ha 

洪水 

平成23年 9月 3日 台風 12 号 
船穂 

約 6,500 
203 

床下/床上浸水    50戸/3戸 

浸水農地         1.34ha 
洪水 

平成30年7月5日 前線 

船穂 

  約 9,400 

(約 9,100) 

356 

床下/床上浸水    538戸/755戸 

全 半 壊         7,154戸 

浸水農地         894.16ha 

洪水 

 

* 雨水出水（内水）：大雨が降ったときに、側溝・下水道などの排水施設の能力を超えて雨水があふ

れたり、側溝・下水道などの排水施設から合流先の河川に雨水を流しきれないことにより生じる出

水をいう。 

 

雨量の( )：岡山測候所の観測値を主とする参考値 
ピーク流量：裸字はダムによる洪水調節がない場合に、河道に流出するとした計算流量 
      （ ）はダムによる洪水調節実施後に、河道に流出するとした計算流量 
洪 水 被 害：水害統計（国土交通省水管理・国土保全局）、図表で見る岡山県の気象（岡山地方気象台,H17.３） 
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高梁川の家屋被災状況（明治 26年 10月洪水） 
位置：倉敷市真備町川辺字辻尾 

出典：岡山縣水害写真帖（明治 26年） 
 

高梁川の高潮越波状況（平成16年台風16号） 
位置：倉敷市玉島乙島地区 

 

小田川の雨水出水（内水）氾濫状況 

（昭和51年９月洪水） 
位置：倉敷市真備町川辺 

 

小田川の堤防決壊による浸水状況（昭和 47年７月豪雨） 
位置：倉敷市真備町遠田地区 

出典：昭和 47 年豪雨災害誌（建設省） 

 

右岸堤防より居住地側 

砂の噴出に伴う陥没の発生状況（昭和60年６月洪水） 

位置：倉敷市真備町 

 
 

小田川の堤防決壊による浸水状況 

（平成30年７月豪雨） 
位置：倉敷市真備町 

 

小田川 

小田川付近の状況（平成23年９月洪水） 
位置：倉敷市真備町川辺 

 

小田川 

小田川 

高馬川 

堤防決壊  堤防決壊 
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明治26年：文献により実績氾濫域を推定。 

昭和47年、昭和51年：浸水痕跡調査、現地聞き込み調査により実績氾濫域を推定。 
平成30年：宍粟、酒津・清音黒田地先は浸水痕跡調査から実績氾濫域を推定。 

図 1.2.1 主要な洪水における実績浸水区域 

宍粟地先 

酒津・清音黒田地先 

キロメートル 

      ：明治 26 年 10 月洪水の実績浸水域 

      ：昭和 47 年 7月豪雨の実績浸水域 

      ：昭和 51 年 9月洪水の実績浸水域 

      ：平成 30 年 7月豪雨の実績浸水域 

：現在の河道（大正 14 年以降） 

 

：明治 26 年当時の河道（変更の

あった小田川合流点より下流

のみ示す） 
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1.3治水の経緯 

(1)第一期改修 

高梁川の近代的な改修計画は、明治26年の水害を契機として、同31年４月、

総社市湛井
た た い

、同市秦
はた

地先から河口までの区間で調査が開始されました。 

改修工事は内務省直轄で明治40年度に着手され、明治44年度からは堤防等の

工事が進められ、大正14年に高梁川第一期改修工事として完成しました。 

第一期改修では明治26年の大洪水を踏まえて、計画高水流量を小田川合流前

において6,390m3/sとし、小田川の合流量510m3/s（小田川の計画高水流量は

1,390m3/s）を合わせて基準地点酒津において6,900m3/sと定めました。 

改修前の高梁川は、小田川の合流点付近で西派川と東派川に分かれていまし

たが、事業費面で有利なことから１本の河川に統合するものとし、川幅の広か

った西派川が主に改修されました。高梁川は分派点より酒津の間は東派川の河

道を利用し、酒津から水江の間は新川開削により西派川に導くものとし、締め

切られた西派川の一部は、柳
やな

井原
い ば ら

貯水池として整備されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東西用水 

柳井原貯水池 

 

柳井原貯水池 

廃川 

（東高梁川） 

酒
津 

水
江 

西高梁川(西派川） 

東高梁川 

（東派川） 

水
江 

酒
津 

第一期改修完成後（T14） 第一期改修着手前（M40） 

小田川 

高梁川 

調査区間 

(M31～) 

高梁川 

小田川 

瀬戸内海（水島灘） 

□  
瀬戸内海（水島灘） 

調査区間 

(M31～) 

東西派川の 

旧分派点 

開
削 

締切 

（右岸） （左岸） 

笠井堰 
締切 

高梁川 

 

図 1.3.1 高梁川第一期改修の概要 



1.高梁川水系の概要 

12 

 

(2)工事実施基本計画 

小田川の改修は、高梁川への合流点から井原
い ば ら

までの区間において、大正 10 年

に着工し昭和 27 年に完成しました。下流部は第一期改修と同時に整備され、左

岸は高梁川への合流点から約５km 間が内務省直轄により、右岸は同合流点から

約２km 間が岡山県により施行されました。 

その後、昭和 42 年６月に一級河川の指定を受け、昭和 43 年２月に工事実施

基本計画が策定されましたが、計画高水流量は高梁川水系工事実施基本計画に

そのまま引き継がれました。 

その後、高梁川の下流部では水島工業地帯が国内屈指の重化学工業の生産拠

点として発達し、氾濫域への資産集積が進む等、治水計画の安全度を高める必

要が生じました。 

このため平成元年３月に、高梁川水系工事実施基本計画が改定され、基準地

点船穂における計画高水流量を 12,200m3/s とし、小田川については、高梁川と

分離して、旧西派川（現柳井原貯水池）を経て、現在の合流点より約 4.6km 下

流で高梁川に合流させる計画としました。 

高梁川の背水影響（バックウォーター現象）*を受ける小田川下流部では、昭

和 47 年、昭和 51 年、昭和 60 年等の洪水で被害が発生したため、河道整備を実

施しました。また高梁川では都市化が進行する倉敷市街地の安全度を高めるた

め、堤防補強を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)高梁川総合開発事業（柳井原堰） 

高梁川総合開発事業は、高梁川水系下流部の治水対策、流水の正常な機能の

維持、水道用水の確保を目的とするもので、平成９年より建設事業に着手しま

した。小田川の高梁川への合流点を高梁川派
たかはしがわは

川
せん

を通じて現状より下流に付替え

ることで、小田川の洪水疎通能力の増大と雨水出水（内水）被害の軽減を図り、

柳井原堰を整備して河川維持流量*の補給および水道用水の新規確保を行う計

画でした。 

堤防補強の状況（高梁川酒津地区） 八高堰の整備状況（小田川） 

* 背水影響（バックウォーター現象）：洪水時に本川の水位が高い場合、支川から本川への流入

がスムーズに行われず、そのために支川の水位が上昇すること。 
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その後、社会情勢の変化に伴い、平成 14 年に利水関係３団体が参画を取り止

めたため、中国地方整備局事業評価監視委員会から「高梁川総合開発事業とし

ては、中止が相当であるが、高梁川並びに小田川の治水対策は必要である。」と

の今後の対応方針が出され、同年、高梁川総合開発事業の中止を決定しました。 

 

 

 

 

(4)河川整備基本方針 

平成９年の河川法の改正により、今までの河川整備の基本となる計画であっ

た工事実施基本計画に代わり、治水・利水・環境の総合的な河川の整備を目指

し、平成 19 年８月に高梁川水系河川整備基本方針を策定しました。高梁川水

系河川整備基本方針は、基準地点船穂において基本高水のピーク流量を

13,700m3/sと定め、流域内の洪水調節施設により 300m3/sを調節することとし、

河道への配分流量は酒津地点において 12,000m3/s、小田川合流後の船穂地点に

おいて 13,400m3/s としました。 

 

(5)河川整備計画 

平成 22 年 10 月には、高梁川及び小田川において戦後最大規模の洪水である

昭和 47 年７月豪雨が再び発生した場合でも洪水被害の防止又は軽減が図られ

るよう、今後概ね 30 年間に行う河川の具体的な整備目標や実施内容を示した

「高梁川水系河川整備計画【国管理区間】」を策定しました。その後、平成 23

年３月の東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震対策や、平成 24 年３月に高梁

川左岸の汐入川締切盛土が岡山県から移管されたことによる高潮堤整備延長

の延伸などを受けて、平成 29 年６月に高梁川水系河川整備計画【国管理区間】

を変更しました。 

 

(6)小田川合流点付替え事業 

小田川は、洪水時に高梁川の水位の上昇により小田川の流れが阻害され、水

位が高くなる背水影響（バックウォーター現象）が生じる特性があります。高

梁川合流点付近に位置する真備地区では、洪水時に支川から河川への排水がで

きず、過去に何度も雨水出水（内水）被害を受けています。 

そのため、現在の柳井原貯水池を活用し、高梁川との合流位置を約 4.6km 下

流へ付替え、小田川沿川の外水・雨水出水（内水）による浸水被害に対する治

水安全度の向上を図る小田川付替え事業に平成 26 年度に着手しました。 

しかし、平成 30 年７月豪雨では、小田川及びその支川で堤防が決壊し、大

規模な浸水が発生したほか、堤防の欠損等が多数発生しました。再度災害防止

を図るために小田川合流点付替え事業の完成を前倒し、洪水時の水位を下げる

* 河川維持流量：舟運、漁業、景観、塩害の防止、河口閉塞の防止、河川管理施設の保護、地下

水位の維持、動植物の保護、流水の清潔の保持の観点から、河川において維持すべき流量。 



1.高梁川水系の概要 

14 

 

ための河道掘削などのハード対策を河川激甚災害対策特別緊急事業として令

和５年度完成を目標に進めています。 

 

表 1.3.1 高梁川水系の治水計画等の主な経緯（災害・計画・事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 月 内 容 

明治 26 年 10 月 
台風による洪水（船穂：14,900 ㎥/s）の発生 
【事業計画策定の契機となった洪水】 

明治 40 年 内務省による国直轄改修工事に着手 

大正 14 年 
高梁川第一期改修工事の完成 
計画高水流量：6,900 ㎥/s（酒津） 

昭和 9 年９月 室戸台風洪水 （船穂：9,400 ㎥/s） 

昭和 20 年９月 枕崎台風洪水 （船穂：8,700 ㎥/s） 

昭和 43 年２月 
工事実施基本計画の策定  
計画高水流量：6,900 ㎥/s（酒津） 

昭和 45 年８月 台風 10 号洪水（船穂：5,300 ㎥/s） 

昭和 47 年７月 梅雨前線洪水 （船穂：8,100 ㎥/s） 

昭和 51 年９月 台風 17 号洪水（船穂：4,800 ㎥/s） 

昭和 60 年６月 梅雨前線洪水 （船穂：5,100 ㎥/s） 

平成元年３月 
工事実施基本計画の改定  
基本高水ピーク流量：13,700 ㎥/s（船穂）  
計画高水流量：12,200 ㎥/s（船穂） 

平成９年４月 高梁川総合開発事業 建設事業着手 

平成 10 年 10 月 台風 10 号洪水（船穂：7,200 ㎥/s） 

平成 14 年 12 月 高梁川総合開発事業 中止を決定 

平成 16 年８月 台風 16 号高潮（河口部で既往最高潮位） 

平成 18 年７月 梅雨前線洪水 （船穂：5,300 ㎥/s） 

平成 19 年８月 
河川整備基本方針の策定  
基本高水ピーク流量：13,700 ㎥/s（船穂） 
計画高水流量：13,400 ㎥/s（船穂）  

平成 22 年 10 月 河川整備計画の策定 

平成 23 年９月 台風 12 号洪水（船穂：6,500 ㎥/s） 

平成 26 年４月 小田川合流点付替え事業着手 

平成 29 年６月 河川整備計画の変更 

平成 30 年７月 梅雨前線洪水 （船穂：9,400 ㎥/s）【戦後最大洪水】 

表中の洪水時の船穂の流量は、ダムによる洪水調節がない場合に、河道に流出する 

とした計算流量 
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1.4利水の経緯 

高梁川及び小田川の水は多岐にわたって利用

されており、大臣管理区間では、水道用水・工

業用水として約 12m3/s の許可水利と、農業用水

としてかんがい面積約 7,600ha、約 29m3/s の許

可水利があります。また、大臣管理区間より上

流では、発電による水利用も行われています。 

(1)水道用水 

倉敷市をはじめとする岡山県南部地域

への人口の集積に対応し、小阪部
お さ か べ

川
がわ

ダム等

による、水道用水の供給が行われています。 

水道用水は、岡山県西部の倉敷市を始め

とする 10 市３町が供給先となっており、

一部は香川県島嶼
しょ

部の直島
なおしま

町へも配水さ

れています。（図 1.4.3 参照） 

(2)工業用水 

高度経済成長期に河口部水島地区に全

国屈指の規模の石油・鉄鋼等大型コンビナ

ートが形成されました。その水源として、

昭和 39 年度に河本
こうもと

ダムが完成し、河本ダ

ム以降建設された複数のダムを主な水源

として、水島地区以外にも玉島、児島、笠

岡の各地で工業用水として使用されてお

り、大部分は下流部の潮止堰の湛水域*で

取水されています。（図 1.4.4 参照） 

 

 

 

(3)農業用水 

 高梁川は古くから沿川平野部の農業用

水として水田を潤し、妹尾
せ の お

兼
かね

康
やす

が平安時

代末期に現在の高梁川合同堰（湛井堰）

付近に取水堰を築造した伝承が残されて

います。近世以降は下流干拓地のかんが

い用水の取水元としてその重要度を高め

ていきました。 

秦揚水機 0.2m3/s

湛井十二ケ郷用水 12.0m3/s
上原井領用水 1.8m3/s

岡山県広域水道 0.45m3/s

アサヒ飲料工業用水 0.037m3/s

原田耕地用水 0.17m3/s

高梁川合同堰

笠井堰

備南水道 0.716m3/s

高梁川東西用水 14.170m3/s

岡山県南部水道 1.354m3/s

倉敷市水道 0.347m3/s

潮止堰

水島第2・3期工業用水道 5.08m3/s

ＪＦＥスチール工業用水 16.5m3/s

瀬戸内共同火力工業用水 23.0m3/s

水島第4期工業用水道 2.78m3/s

クラレ倉敷事業所工業用水 0.323m3/s

倉敷市水道 0.486m3/s

岡山県西南水道 0.748m3/s

笠岡湾干拓農業用水 0.705m3/s

笠岡工業用水道 0.619m3/s
寄島農業用水 0.0625m3/s

上成乙島用水 0.291m3/s

高
梁
川

小田川

瀬戸内海

高梁川と水島工業地帯とのかかわり 
（昭和８年） 旧東高梁川の廃川

敷に倉敷絹織工場（現（株）

クラレ）が開設 

（昭和18年） 同川旧河口に三菱

重工業(株)水島航空機製作

所が開設（現三菱自動車工業

（株）） 

（昭和 28 年～） 旧東高梁川河口

部を浚渫して水島港を整

備、高梁川の三角州の埋め

立てにより工業用地を造成 

（昭和40年） 河本ダム竣工 工

業用水の供給開始 

（昭和40年代） 水島地区におけ

るコンビナートの形成  

（昭和43年） 新成羽川ダム竣工 

工業用水の供給開始 

図 1.4.2 大臣管理区間の水利模式図 
H31.3.31 現在 

図1.4.1 高梁川の水利用割合 

  （大臣管理区間） 

* 湛水域：人工的な堰などの横断工作物や狭隘な地形

によって、川の流れがほとんどなく水が貯まってい

るような状態の場所。 

 

※潮止堰より上流の取水量の合計 

9%

21%

70%

工業用水

約8.8m3/s

水道用水

約3.6m3/s

農業用水

約29.4m3/s
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農業用水の主な取水施設には、下流から潮止堰、笠井堰、高梁川合同堰（湛

井堰）があり、岡山平野西部の大部分をかんがい区域としています。また、笠

岡湾干拓農業用水・寄島
よりしま

農業用水等遠隔地へも送水しています。（図 1.4.5 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高梁川合同堰 

（湛井堰） 

笠井堰 

潮止堰 

※大臣管理区間取水のかんがい面積 

約7,600ha 

 

湛井十二ヶ郷  
 

高梁川東西用水  

上成乙島用水  

高
梁
川 

泰揚水機  

原田耕地用水  

寄島農業用水  

笠岡湾干拓農業用水  

小田川  

上原井領  

図1.4.5 高梁川下流部のかんがい区域図 

図1.4.3 高梁川を水源とする上水道の給水区域 

図1.4.4 工業用水道の幹線平面図 

出典：企業局概要（岡山県企業局）をもとに作図 

 

倉敷市(倉敷､茶屋町)､ 

早島町  

倉敷市(児島､福田) 

玉野市、岡山市（灘崎）、香川県､

直島町  

旭川流域  高梁川流域  

倉敷市水道  

岡山県西南水道企業団  

岡山県広域水道企業団  

総社市、高梁市、倉敷市（真備）､ 

吉備中央町、井原市、真庭市  

新見市水道  

倉敷市（玉島､水島､連島､船穂)､ 

浅口市（金光） 

笠岡市、浅口市（鴨方､寄島) ､ 

里庄町  

新見市      

岡山県南部水道企業団  

備南水道企業団  

岡山県 

香川県 

凡    例 

水島工業用水道  

児島工業用水道  

笠岡工業用水道  

笠岡浄水場 

茂平浄水場 

西之浦浄水場 

鶴新田浄水場 

潮止堰 
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図 1.4.6 高梁川水系の主要な利水施設 

高梁川河口と水島工業地帯（右側） 
出典：岡山河川事務所蔵 

潮止堰（国土交通省管理・高梁川 2.7K） 

[農水、工水、上水を取水] 

出典：岡山河川事務所蔵 

：既設ダム 

（流域面積 20km2以上） 

小阪部川ダム（高梁川用水土地
改良区管理・S30 年度完成） 
[農水､上水､発電] 

出典：岡山河川事務所蔵 

千屋
ち や

ダム（岡山県管理・H10年度完成） 

[治水､環境､上水､工水､発電] 
出典：岡山県河川課パンフレット 

高梁川合同堰（湛井堰） 
（岡山県管理・S40 完成） 

出典：岡山河川事務所蔵 

 

笠井堰（高梁川東西用水組 

合管理・T13 完成） 

出典：岡山河川事務所蔵 

 

河本ダム（岡山県管理･S39年度完成） 
[治水､工水､発電] 

出典：岡山県河川課パンフレット 

新成羽
し んな りわ

川
がわ

ダム（中国電力（株) 

管理・S43 年度完成） 
[農水､上水､工水､発電] 

出典：岡山河川事務所蔵 
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1.5環境の経緯 

(1)自然環境 

高梁川の大臣管理区間は、沖積平野を流れ、自然環境については、砂州、ワ

ンド、河畔林、河口の干潟等の多様な環境を形成しています。過去には砂州の

著しい発達が見られましたが、近年は裸地の縮小とともに樹林化が進行してい

ます。 

高梁川下流部は、潮止堰をはじめとする横断工作物により河川の分断が進み、

最下流に位置する潮止堰では、アユなどの回遊魚の遡上環境を改善するため、

高梁川総合水系環境整備事業において、高梁川の自然再生として、潮止堰にあ

る魚道４基の改良を平成 21 年度から実施しています。 

また、平成 22 年 10 月に策定された高梁川水系河川整備計画（平成 29 年６月

変更）に位置づけられている小田川合流点付替え事業を実施するにあたり、事

業実施区域周辺の生活環境や自然環境にできる限り配慮した計画とするため、

環境影響評価法に基づき、環境影響評価（環境アセスメント）を実施し、平成

26 年３月に「高梁川水系小田川付替事業環境影響評価書」を作成しました。 

(2)水質 

水質については、高梁川では昭和 42 年に川辺橋、霞橋で、昭和 46 年湛井堰

で、昭和 48 年に笠井堰、潮止堰下で観測開始しており、定期的な水質測定が行

われています。 

近年では BOD は環境基準を満足し、概ね良好な水質を維持しています。 

さらに、近年は、河川の水質を多様な視点から総合的に評価するため、地域

と協働で調査を実施しています。 

また、岡山河川事務所を事務局として、岡山県、広島県、流域市町村、消防

組合及び水道企業団を含む 55 団体で組織される「岡山三川水質汚濁防止連絡協

議会」が設立され、高梁川、吉井川、旭川における水質事故への迅速な対応や

水質保全、水質事故の未然防止を図ることを目的として活動しています。 

(3)河川空間の利用 

河川空間の利用については、レクリエーション空間の確保、自然環境とのふ

れあい等の河川環境に対するニーズが増大かつ多様化してきた背景を踏まえ、

昭和 40 年に「河川敷地占用許可準則」が制定されました。これらを背景として、

高水敷にはテニスコート、サッカー場、多目的広場、オートキャンプ場等の様々

な施設が整備され、多くの地域住民に利用されるようになりました。水面では

カヌー等の水上スポーツも盛んとなっています。 

また、総社、清音、真備の３箇所に水辺の楽校が整備され、環境学習の場と

しての利用も進んでいます。 

さらに、水辺の賑わいの創出や地域活性化のため、「河川空間」と「まち空間」

が融合した良好な空間形成を目指すことを支援する「かわまちづくり支援制度」

が平成 21 年度に創設され、令和２年度に小田川かわまちづくり計画が登録され

ています。 




